
熊本医療センター 化学療法レジメン登録票

療法

診療科

がん種

実施区分

適応分類

21 日間 コース

※備考欄参照

★1コースの抗がん剤投与スケジュール Day

薬剤名 （略号） 催吐リスク 1 ・・・ 8 ・・・ 15 ・・・ 21

シスプラチン CDDP 25 mg/㎡ 高度 ○ ○

ゲムシタビン GEM 1000 mg/㎡ 軽度 ○ ○

★備考欄

GEM：血管痛予防のため溶解に5％糖液使用。30分で投与。

※CDDP低用量のため、催吐リスクは中等度で作成

★参考文献（添付文書・適正使用ガイド・ポケットガイド・書籍・文献・臨床試験プロトコール・その他）

エビデンスに基づいた癌化学療法ハンドブック2012　p.278

（CDDPの投与時間はDrと相談のうえ、決定）

★備考欄

GEM：添付文書より

◆主な副作用とその対策（例：シスプラチン　嘔気、腎機能障害など）

外来可

　進行・再発がん　・　術後補助療法　・　術前補助療法　・　局所療法　・　その他

投与当日の白血球数が2000/μL未満又は血小板数が7万/μL未満であれば、骨髄機能が回復するまで投与を延期すること。
また、前治療により、骨髄機能が低下している患者では、骨髄抑制が強くあらわれることがあるので、これらの患者では投与量
を適宜減量し、臨床検査値に十分注意すること。

催吐リスク 中等度

投与量

1コース期間 最大コース数（規定があれば）

CDDP(25/D1,8) + GEM(1000/D1,8)(3週毎)

外科

胆道癌


